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西崎総合運動�
公園の親水公園�

September

糸満市西崎町のほぼ中央にある水路を利用し

た親水公園で、子供たちの人気の的になっている。

親水公園内には、「野鳥と水棲生物観察ゾーン」

「せせらぎゾーン」「水遊びゾーン」の三つのエ

リアに分かれ、水との新しいふれあいの中で心

休まる緑と水辺の空間となっている。130万県

民平和の光事業の会場（平成11年12月15日～

平成12年1月3日まで）となっている。�

糸満市西崎町のほぼ中央にある水路を利用し

た親水公園で、子供たちの人気の的になっている。

親水公園内には、「野鳥と水棲生物観察ゾーン」

「せせらぎゾーン」「水遊びゾーン」の三つのエ

リアに分かれ、水との新しいふれあいの中で心

休まる緑と水辺の空間となっている。130万県

民平和の光事業の会場（平成11年12月15日～

平成12年1月3日まで）となっている。�

沖縄在勤中の思い出�
総務部長に笹本健氏が就任�
沖縄の海の生きもの  かりゆしの海　�
ダイアリー＆プラン�

総　務　部　沖縄総合事務局の業務説明会を開催�
財　務　部　財政金融講演会開催�
農林水産部　「平成11年度農地流動化推進大会」の開催�
通商産業部　違法採掘防止対策の強化�
運　輸　部　「海の旬間」行事を挙行�
開発建設部　「くるま世・うまん人・美ら街じゅくい」の道路シンポ開催�
�

�無脊椎動物�
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蓬莱経済圏の構築を�

沖縄国際大学�
�

         富川  盛武�

�
  明

の
時
代
か
ら
中
国
と
の
交
流
が
あ
っ

た
琉
球
は
、そ
の
後
朝
鮮
半
島
を
含
む
中

国
大
陸
、日
本
、東
南
ア
ジ
ア
を
結
ん
だ「
三

角
貿
易
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
富

を
湛
え
洗
練
さ
れ
た
独
特
の「
琉
球
の

時
代
」を
築
い
た
。そ
の
背
景
に
は
幕
府

の
鎖
国
、明
王
朝
の
海
禁
政
策
が
背
景
に

あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、島
嶼
経
済
で
あ
る

沖
縄
は「
市
場
」と「
市
場
」の
結
節
点

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。既
に
そ
の
頃
か

ら
現
代
で
い
う
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
い
た
の
で
あ
る
。し
か
し
沖
縄
は
元
々

市
場
の
狭
小
性
、資
源
の
狭
隘
性
等
の
特

質
を
持
つ
小
さ
な
島
で
あ
り
、市
場
経
済

成
立
後
は
ア
ジ
ア
の
舞
台
か
ら
消
え
た
。

戦
後
は
基
地
依
存
、復
帰
後
は
財
政
依

存
に
よ
り
一
定
の
発
展
を
遂
げ
た
も
の
の

「
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
」は
未
だ
内
蔵
さ
れ
て

い
な
い
。�

�
  眼

前
で
、補
完
し
あ
い
成
長
を
続
け
て

い
る
中
国
大
陸
南
海
岸
部
、香
港
、台
湾

を
含
ん
だ
華
南
経
済
圏
と
い
う
壮
大
な

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
う
ご
め
い
て
い
る
。こ
れ

に
沖
縄
が
参
画
で
き
る
か
ど
う
か
は
沖
縄

に
と
っ
て
大
き
な
分
水
嶺
と
な
る
。今
沖

縄
で
は
、上
海
ー
那
覇
間
の
空
路
、海
路

の
開
設
、特
別
Ｆ
Ｔ
Ｚ
の
新
設
、台
湾
資

本
の
沖
縄
投
資
等
、台
湾
・
沖
縄
・
中
国

を
結
ぶ
、い
わ
ば「
蓬
莱
経
済
圏
」と
呼
べ

る
経
済
圏
成
立
に
繋
が
る
胎
動
が
見
ら

れ
る
。沖
縄
と
ア
ジ
ア
の
経
済
的
連
結
が

叫
ば
れ
て
か
ら
久
し
い
が
、未
だ
そ
れ
が

結
実
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。規
模
の

経
済
の
困
難
性
、市
場
の
狭
小
性
、資
源

の
狭
隘
性
等
、島
嶼
経
済
の
桎
梏
に
よ
り
、

沖
縄
と
ア
ジ
ア
の一
国
と
対
比
さ
せ
、そ
の

依
存
、補
完
関
係
を
見
い
出
す
の
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。か
つ
て
の
琉
球
の
時
代

の
三
角
貿
易
の
教
訓
が
示
す
よ
う
に
、市

場
と
市
場
の
結
節
点
と
い
う
視
点
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
現
実
的
か
つ
有
効
で
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。�

一  

中
国
大
陸
と
台
湾
の
中
継
地�

　
台
湾
と
中
国
大
陸
に
は
既
に
台
湾
の

資
本
、技
術
と
大
陸
の
低
賃
金
及
び
市

場
と
の
補
完
関
係
を
基
礎
に
し
た
経
済

連
結
が
政
治
的
対
立
を
越
え
成
立
し
て

い
る
。し
か
し
、「
三
不
政
策
」の
下
、直
接

通
行・通
商
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

沖
縄
は
、両
者
と
歴
史
的
、文
化
的
関
係

が
あ
り
、し
か
も
現
在
海
路
、空
路
を
通

じ
て
両
者
と
の
経
済
関
係
が
あ
る
。無
論
、

既
に
香
港
や
釜
山
を
経
由
し
た
物
流
が

成
立
し
て
い
る
が
、そ
れ
ら
の
際
間
を
ぬ
っ

て
沖
縄
が「
市
場
と
市
場
」の
中
継
地
と

し
て
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。          

　
沖
縄
の
那
覇
港
、石
垣
港
等
に
寄
港

し
証
明
書
を
貰
う
、い
わ
ゆ
る
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
船
は
一
六
〇
〇
隻
余（
一
九
九
八
年
）に

達
し
て
お
り
、中
継
需
要
は
高
い
。海
路

で
廈
門
ー
那
覇
、上
海
ー
那
覇
間
は
運
行

し
て
お
り
、空
路
も
前
者
が
チ
ャ
ー
タ
ー
で

運
航
さ
れ
、後
者
の
運
航
に
向
け
て
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。�

二  

ア
ジ
ア
の
観
光
地         �

�

　
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
伴
っ
て
多

く
の
観
光
需
要
が
派
生
し
、ア
ジ
ア
内
の

観
光
サ
ー
キ
ッ
ト
も
増
加
し
て
い
る
。台

湾
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の
国
に
は
高
所
得
者

が
存
在
す
る
。あ
る
会
合
で
、台
湾
の
客

が
沖
縄
で
家
族
で
高
級
ホ
テ
ル
、ク
ル
ー
ザ

ー
付
き
で
一
週
間
過
ご
せ
る
な
ら
ば
百
万

日
本
円
を
出
し
て
も
良
い
と
い
う
話
が
あ

っ
た
が
、残
念
な
が
ら
沖
縄
の
観
光
業
者

は
そ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
。今
後
、高
付
加
価
値
の
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、ア
ジ
ア
へ
の
多
極
依
存

に
転
換
す
る
事
が
課
題
な
っ
て
い
る
。台

湾
復
興
航
空
の
台
北
ー
石
垣
間
の
航
空

便
開
設
の
取
り
組
み
や
復
華
の
那
覇
新

都
心
へ
の
ホ
テ
ル
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

比
較
優
位
を
持
つ
沖
縄
の
観
光
産
業
と

の
連
結
は
可
能
性
が
高
い
。�

三  

特
別
Ｆ
Ｔ
Ｚ
へ
の
立
地�

　
税
制
面
で
の
特
別
な
配
慮
が
な
さ
れ

た
と
は
い
え
、ア
ジ
ア
各
国
に
比
較
す
る

と
税
を
含
め
た
優
遇
措
置
、空
港
、港
湾

の
イ
ン
フ
ラ
、情
報
の
集
積
等
の
要
件
で

未
だ
厳
し
い
面
が
あ
る
。し
か
し
、日
本
と

台
湾
の
高
技
術
の
キ
ー
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、

大
陸
の
低
付
加
価
値
部
品
の
補
完
、加

工
を
梃
子
に
し
た
情
報
通
信
関
係
の
加

工
拠
点
等
は
検
討
に
値
し
よ
う
。�

　
蓬
莱
経
済
圏
の
萌
芽
は
沖
縄
経
済
に

と
っ
て
望
ま
し
い
兆
候
で
あ
る
が
、生
き
馬

の
目
を
抜
く
中
国
の
商
法
に
呑
み
込
ま

れ
な
い
、客
観
的
に
ア
ジ
ア
の
動
向
を
察

知
し
対
応
で
き
る
国
際
的
セ
ン
ス
の
涵
養

も
急
が
れ
る
。�

教 授�



　
平
成
十
二
年
度
概
算
要
求
総
額
は
、

三
千
六
百
十
億
円
、対
前
年
度
比
一 

一
〇
・

〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

そ
の
内
訳
は
、沖
縄
振
興
開
発
事
業
費

三
千
三
百
二
億
円
、対
前
年
度
比
一
〇
八・

二
％
、こ
の
う
ち
公
共
事
業
関
係
費
は
三

千
七
十
一
億
円
、対
前
年
度
比
一
〇
七
・
〇
％
、

一
般
行
政
経
費
等
三
百
七
億
円
、対
前
年

度
比
一
三
四
・一％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

1

概算要求�
平成12年度�

沖縄開発庁�
総額3,609億5,600万円（対前年度比110.0％）�
うち公共事業関係費3,071億3,800万円（対前年度比107.0％）�
※公共事業・非公共事業の4特別枠及び調整費を含む。�

　
こ
の
度
、平
成
十
二
年
度
沖
縄
開
発

庁
概
算
要
求
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。�

　
平
成
十
二
年
度
は
、沖
縄
県
に
お
い
て

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
会
合
が
開

催
さ
れ
、ま
た
、「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一

世
紀
プ
ラ
ン（
中
間
報
告
）」
の
具
体
化
を

着
実
に
進
展
さ
せ
る
な
ど
経
済
の
自
立

的
発
展
を
図
り
、特
色
あ
る
地
域
の
形

成
を
目
指
す
重
要
な
年
度
で
あ
り
ま
す
。�

　
平
成
十
二
年
度
要
求
は
、沖
縄
の
米

軍
基
地
の
整
理
・
統
合
・
縮
小
問
題
及
び

沖
縄
振
興
策
が
引
き
続
き
現
下
の
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、生
活
・

産
業
基
盤
と
し
て
の
社
会
資
本
の
整
備

に
つ
い
て
、第
三
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画

に
基
づ
く
継
続
諸
事
業
の
着
実
な
推
進

を
図
り
つ
つ
、平
成
十
一
年
六
月
二
十
九

日
の
第
十
二
回
沖
縄
政
策
協
議
会
に
お

い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
沖
縄
経
済

振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン（
中
間
報
告
）」

を
反
映
し
な
が
ら
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
芽
だ
し
に
努
め
る
と
と
も
に
、沖
縄

振
興
開
発
諸
施
策
の
積
極
的
な
展
開
を

図
る
と
い
う
方
針
の
下
に
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

概
算
要
求
総
額�

主
要
な
新
規
事
業�

　
沖
縄
振
興
開
発
事
業
費�

○ 

交
通
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
は
、�

街
路
南
風
原
中
央
線（
南
風
原
）の
事
業

費
を
要
求
し
て
お
り
ま
す
。�

○ 

水
資
源
の
開
発
に
つ
い
て
は
、�

名
護
西
海
岸
に
お
け
る
工
業
用
水
道
の

整
備（
名
護
市
）に
必
要
な
経
費
を
要
求

し
て
お
り
ま
す
。�

○  

生
活
環
境
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

市
営
新
都
心
団
地（
那
覇
市
）や
海
水
淡

水
化
施
設（
北
大
東
村
、南
大
東
村
）の

経
費
の
ほ
か
、廃
棄
物
処
理
施
設
と
し
て
、

最
終
処
分
場（
多
良
間
村
、渡
嘉
敷
村
、

座
間
味
村
、国
頭
村
）、ご
み
焼
却
施
設（
北

大
東
村
）、基
幹
施
設
改
良
事
業（
浦
添
市
、

中
部
北
環
境
施
設
組
合
与
勝
工
場（
勝

連
町
）、都
市
公
園
と
し
て
、し
ち
ゃ
ば
る

公
園（
宜
野
湾
市
）の
整
備
に
必
要
な
経

費
を
要
求
し
て
お
り
ま
す
。�

○ 

農
林
水
産
業
の
振
興
と
し
て
、�

伊
平
屋
地
区
養
殖
場
の
造
成
に
必
要
な

経
費
を
要
求
し
て
お
り
ま
す
。�

○ 

教
育
・
文
化
の
振
興
と
し
て
、�

県
立
泡
瀬
養
護
学
校
の
整
備
、国
立
組

踊
劇
場（
仮
称
）の
建
設
の
着
手
に
必
要

な
経
費
を
要
求
し
て
い
ま
す
。�

「万国津梁館」完成予定イメージ図�



一
般
行
政
経
費
等�

○ 

沖
縄
振
興
特
別
事
業
費（
沖
縄
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ・ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
）と
し
て
、新
た

に
与
那
国
島（
与
那
国
町
）に「
ヨ
ナ
グ
ニ

サ
ン
自
然
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
整
備
し
、

北
大
東
島（
北
大
東
村
）の
離
島
交
流
事

業「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
北
大
東
島
」
を
実
施

す
る
た
め
の
経
費
を
要
求
し
て
い
ま
す
。�

○  

保
健
医
療
対
策
の
推
進
と
し
て�

中
部
保
健
所（
沖
縄
市
）の
整
備
に
必
要

な
経
費
を
要
求
し
て
い
ま
す
。�

平成12年度概算要求額総表� （単位：百万円、％）�

事　　　　　　　項�

　 沖縄振興開発事業費�

1 公 共 事 業 関 係 費�

330,249�

307,138�

19,850�

120,733�

49,435�

10,796�

59,702�

37,500�

3,450�

5,672�

14,575�

1,633�

2,903�

4,000�

30,707�

360,956

305,315�

287,068�

18,988�

110,426�

45,077�

10,600�

57,393�

35,888�

3,024�

5,672�

13,817�

1,527�

2,903�

0�

22,898�

328,213

24,934�

20,070�

862�

10,307�

4,358�

196�

2,309�

1,612�

426�

0�

758�

106�

0�

4,000�

7,809�

32,743

108.2�

107.0�

104.5�

109.3�

109.7�

101.8�

104.0�

104.5�

114.1�

100.0�

105.5�

106.9�

100.0�

皆　増�

134.1�

110.0

　 一 般 行 政 経 費 等�

合　　　　計�

2　沖縄教育・文化振興事業費�

3　沖縄保健衛生等対策諸費�

4 沖 縄 農 業 振 興 費�

5　沖縄特別振興対策事業費（仮称）�

治山治水対策事業費�

道 路 整 備 事 業 費�

港湾漁港空港整備事業費�

住宅市街地対策事業費�

下水道環境衛生等施設整備費�

農業農村整備事業費�

森 林 保 全 等 事 業 費�

調 整 費 等�

（1）�

（2）�

（3）�

（4）�

（5）�

（6）�

（7）�

（8）�

（注） 1 概算要求額には、物流効率化、環境・情報通信・街づくり等経済新生特別枠等の公共事業関係費に関する要望額�
　　　 （37,175百万円）及び公共事業関係費を除く経費に関する情報通信、科学技術、環境等経済新生特別枠要望額�
　　　 （8,509百万円）を含む。�
　　 2 四捨五入の関係で、合計と内訳が一致しない場合がある。 

平成12年度�
概算要求額�

前年度予算額�
対 前 年 度 比�

増 △ 減 額�比 率�
備 考�

○ 

そ
の
他
、亜
熱
帯
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

可
能
性
調
査
等
の
経
費
、沖
縄
体
験
滞

在
交
流
促
進
事
業
の
事
業
モ
デ
ル
策
定

経
費
、沖
縄
戦
に
関
す
る
資
料
収
集
整

理
事
業
経
費
、沖
縄
振
興
開
発
金
融
公

庫
の
業
務
拡
充
経
費
等
を
要
求
し
て
い

ま
す
。�

　
平
成
十
二
年
度
沖
縄
開
発
庁
の
概
算

要
求
は
従
来
の
公
共
事
業
を
確
保
し
つ
つ
、

非
公
共
事
業（
ソ
フ
ト
事
業
）が
倍
増
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
非
公
共
事
業（
ソ
フ
ト
事
業
）分
の「
情

報
通
信
、科
学
技
術
、環
境
等
経
済
新
生

特
別
枠
」で
は
、海
洋
深
層
水
の
利
用
技

術
等
に
関
す
る
総
合
研
究
事
業
費（
三

十
九
億
円
）、情
報
通
信
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
費（
十
五
億
円
）駐
留
軍

跡
地
利
用
支
援
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費（
四

億
円
）等
、総
額
八
十
五
億
円
の
要
求
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
公
共
事
業
分
と
し
て
、「
物
流
効
率
化

に
よ
る
経
済
構
造
改
革
特
別
枠
」や「
環

境・情
報
通
信・街
づ
く
り
等
特
別
枠
」「
生

活
関
連
等
重
点
化
枠
」で
総
額
三
百
七

十
一
億
円
の
要
求
と
な
っ
て
お
り
、那
覇
空

港
・
那
覇
港
の
機
能
強
化
及
び
高
規
格

幹
線
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
他
、平
成
十
一
年
度
に
計
上
さ
れ

た
調
整
費
を
、本
年
度
も
継
続
要
求
し
、

沖
縄
開
発
庁
で
九
十
億
円
、総
理
府
で

十
億
円
の
計
上
を
要
求
し
て
い
ま
す
。�

中部合同庁舎（中部保健所棟：手前の建物）�

ヨナグニサン�
自然ふれあい広場�
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「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」�

 

中
間
報
告�

　
経  
緯�

　
平
成
八
年
九
月
、「
沖
縄
県
が
地
域
経
済
と
し
て
自
立
し
、雇
用
が
確
保
さ
れ
、県
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、ま
た
、我
が
国
経
済

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
地
域
と
し
て
整
備
さ
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
す
る
」
と
の
趣
旨
の
内
閣
総
理
大
臣
談
話
が
閣
議
決
定
さ
れ
、さ

ら
に
同
談
話
に
基
づ
き
関
係
閣
僚
及
び
沖
縄
県
知
事
を
構
成
員
と
す
る
沖
縄
政
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、沖
縄
振
興
の
た
め
の
諸
施
策
の

検
討
が
な
さ
れ
、本
土
・
沖
縄
間
の
航
空
運
賃
の
引
下
げ
の
た
め
の
特
別
措
置
の
実
施
な
ど
様
々
な
成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。�

　
「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
は
、沖
縄
経
済
の
自
立
化
に
向
け
て
の
重
点
的
施
策
の
体
系
化
・
具
体
化
を
図
る
も
の
と
し
て
取

り
ま
と
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、平
成
十
一
年
六
月
の
沖
縄
政
策
協
議
会
に
お
い
て
、そ
の
中
間
報
告
が
了
承
さ
れ
た
。�

「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」�

中
間
報
告
の
概
要�

第一部�

沖
縄
経
済
の
現
状
と
課
題�

1 

厳
し
い
沖
縄
経
済
の
現
状�

2 

依
存
型
経
済
の
現
状�

3 

沖
縄
経
済
の
自
立
化
に�

　 

向
け
て
の
展
望
と
課
題�

（1）�

（2）�

失業率の動向（平成10年）�

※（　  ）書きは、全国平均の失業率�

全　体� 若  年  労  働  者� 世 帯 主�

7.7％�

（4.1％）�

4.0％�

（2.9％）�
15～19歳�

20～24歳�

25.0％（10.6％）

15.9％（7.1％）�

昭和47年度�
�
�

平成8年度�

基地経済への
依存度の推移�

財政依存度の
推移�

15.6%

 4.9%

昭和47年度�
�
�

平成8年度�

23.5%

 32.7%

　
本
土
の
二
倍
の
失
業
率
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、沖
縄
経
済
の
現
状
は
極
め
て
厳

し
い
。�

　
雇
用
情
勢�

　
産
業
構
造�

　
産
業
構
造
で
は
、第
三
次
産
業
の
比
重

が
突
出
し
て
高
く
、建
設
業
も
相
対
的
に

高
く
な
っ
て
い
る
反
面
、製
造
業
の
比
重

が
極
め
て
低
い
。第
三
次
産
業
の
中
で
も
、

特
に
、政
府
サ
ー
ビ
ス
や
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
を
含
む
サ
ー
ビ
ス
業
の
構
成
比
が
高

く
な
っ
て
い
る
。  �

　
入
域
観
光
客
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
は
、今
後
と
も
他

業
種
の
成
長
を
牽
引
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
と
し
て
の一
層
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。�

　
情
報
通
信
産
業
は
県
の
戦
略
的
産
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、地
域
に

お
け
る
情
報
化
の
推
進
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、地
域
振
興
と
雇
用
創
出
の
新
し

い
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。�

�

　
基
地
経
済
へ
の
依
存
は
低
下
し
て
き
た

も
の
の
、財
政
依
存
は
む
し
ろ
拡
大
。経

済
自
立
化
へ
の
道
は
険
し
い
。�

　
現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、長
期
的
に

も
高
失
業
率
及
び
財
政
依
存
型
経
済
は

改
善
さ
れ
な
い
。　�

　
前
述
の
と
お
り
、産
業
連
関
表
を
用
い

た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
み
る
と
、

問
題
の
改
善
に
相
当
の
努
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。�

依
存
型
経
済
の
推
移�

〈
現
状
推
移
ケ
ー
ス
〉�

　
二
〇
二
〇
年
に
は
沖
縄
県
の
経

済
成
長
率
は一．
五
％
、失
業
率
六
％
、

財
政
依
存
度
三
十
五
％
と
、現
状

よ
り
む
し
ろ
悪
化
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。�

�〈
戦
略
産
業
振
興
ケ
ー
ス
〉�

　
二
〇
二
〇
年
の
沖
縄
県
の
経
済

成
長
率
は
二．
二
％
、失
業
率
三

％
台
、財
政
依
存
度
三
十
一
％
と
い

う
分
析
結
果
。�



第三部�

政
策
の
具
体
化
の
方
向
と�

今
後
の
課
題�

1 

主
要
分
野
に
お
け
る
産
業
振
興�

第二部�

政
策
の
理
念
と
基
本
方
向�

1 

政
策
の
基
本
的
理
念�

2 

政
策
の
展
開
に
当
た
っ
て
の�

　 

基
本
的
な
考
え
方 

（1）�（1）� （2）�（3）�（4）�

（2）�

（1）�

（3）�（5）� （4）�

　
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
て�

　
経
済
自
立
化
は
閉
鎖
的
経
済
で
は
な
く
、

開
放
体
制
の
中
で
、な
お
か
つ
持
続
的
成

長
を
可
能
と
す
る
成
長
の
原
動
力
を
地

域
経
済
自
ら
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。�

�

　
我
が
国
経
済
社
会
に
貢
献
す
る
地
域

　
と
し
て
の
沖
縄�

　「
我
が
国
経
済
社
会
に
貢
献
す
る
地
域
」

と
し
て
の
沖
縄
の
位
置
づ
け
は
、沖
縄
の「
特

殊
事
情
」へ
の
的
確
な
認
識
と
と
も
に
、

今
後
の
沖
縄
振
興
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

併
せ
求
め
ら
れ
る
政
策
理
念
の
こ
と
で

あ
る
こ
と
。�

�

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
交
流
拠
点
と

　
し
て
の
発
展�

　
新
全
総
で
も
示
さ
れ
た
と
お
り
、沖

縄
が
ア
ジ
ア・太
平
洋
地
域
に
お
け
る
人
、物
、

情
報
の
結
節
点
と
し
て
発
展
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。�

�

　
経
済
振
興
と
基
地
問
題
と
の
バ
ラ
ン
ス

　
あ
る
解
決�

　
経
済
振
興
と
基
地
問
題
の
両
者
を
見

据
え
た
総
合
的
な
視
野
の
下
に
、両
者
の

バ
ラ
ン
ス
あ
る
解
決
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
。�

��

　
政
策
目
的
と
政
策
手
法�

　
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
た
取
組

の
主
役
は
、産
業
界
や
県
民
で
あ
り
、そ

の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、「
創
業
」の
支

援
や「
人
材
」の
育
成
な
ど
民
間
活
力
を

引
き
出
す
た
め
の
条
件
整
備
が
政
策
の

役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
。�

�

　「
優
位
性
」の
重
視
と「
不
利
性
」の
克
服�

　「
不
利
性
」の
克
服
中
心
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
、今
後
は「
優
位
性
」重
視
と「
不

利
性
」克
服
を
車
の
両
輪
と
す
る
前
向

き
の
戦
略
的
取
組
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。�

�

　
産
業
分
野
別
の
評
価�

　
基
幹
産
業
と
し
て
の
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
、新
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

と
し
て
の
情
報
通
信
産
業
の
発
展
と
他

産
業
へ
の
波
及
、製
造
業
や
農
林
水
産
業

に
お
け
る
分
野
別
の
優
位
性
の
発
揮
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
。�
�

　
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展�

　
政
策
の
具
体
的
推
進
の
中
で
、米
軍
施

設
・
区
域
が
存
在
し
な
い
市
町
村
を
含
め
、

地
域
の
特
性
と
と
も
に
、地
域
間
の
バ
ラ

ン
ス
や
公
平
性
に
留
意
し
た
展
開
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
。�

�

　
政
策
評
価
の
重
要
性�

　
い
か
な
る
政
策
手
法
が
経
済
波
及
効

果
に
お
い
て
最
も
効
果
的
か
と
い
っ
た「
政

策
評
価
」の
観
点
が
、今
後
、ま
す
ま
す

重
要
と
な
る
こ
と
。�

（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

特
別
自
由
貿
易
地
域
へ
の
立
地
促
進
の
た

め
の
受
皿
施
設
の
整
備�

特
別
自
由
貿
易
地
域
管
理
運
営
主
体
の

在
り
方
等
に
関
す
る
検
討�

自
由
貿
易
地
域
那
覇
地
区
の
規
模
拡
大

に
向
け
た
県
の
取
組
へ
の
支
援�

特
別
自
由
貿
易
地
域
中
城
湾
港
新
港
地

区
及
び
自
由
貿
易
地
域
那
覇
地
区
へ
の

企
業
誘
致
の
促
進�

沖
縄
貿
易
等
振
興
事
業
の
推
進�

特
別
自
由
貿
易
地
域
等
に
立
地
す
る
企

業
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備�

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
自
由
貿
易

地
域
等
特
定
地
域
振
興
資
金
等
の
活
用�

・��・��・��・���・�・���・� 　
加
工
交
易
型
産
業
の
振
興�

　
沖
縄
の
製
造
業
が
今
後
発
展
し
て
い

く
上
で
、県
内
需
要
の
み
に
と
ら
わ
れ
な

い
積
極
的
な
対
外
的
販
路
開
拓
の
取
組

が
求
め
ら
れ
る
。遠
隔
の
離
島
と
し
て
の

沖
縄
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
踏
ま
え
、企

業
立
地
面
の
条
件
整
備
に
向
け
て
の
諸

施
策
に
取
り
組
む
。�

特
別
自
由
貿
易
地
域�

中
城
湾
港
新
港
地
区�

▲
�



2 

産
業
振
興
の
た
め
の
横
断
的
な
取
組�

（4）�（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

亜
熱
帯
性
気
候
を
活
か
し
た
特
色
あ
る

農
産
物
供
給
基
地
の
形
成
の
推
進�

高
品
質
で
安
全
な
畜
産
物
供
給
の
推
進�

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
の
推
進
等�

地
理
的
・
自
然
的
特
性
を
活
か
し
た
漁
業

生
産
基
盤
の
整
備
等�

森
林
の
公
益
的
機
能
の
強
化
と
県
土
の
緑

化
の
推
進�

農
林
水
産
業
と
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
と

の
連
携�

食
品
産
業
と
農
林
水
産
業
と
の
連
携
強

化
に
よ
る
新
製
品
開
発
・
販
路
拡
大
等
の

推
進�

地
域
農
林
水
産
物
の
高
付
加
価
値
化�

農
林
水
産
業
を
担
う
後
継
者
等
の
養
成

の
推
進�

・��・�・�・��・��・��・���・�・�

（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

ソ
フ
ト
な
機
能
を
持
つ
産
業
振
興
の
た
め
の
拠
点
整
備�

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
創
業
支
援
体
制
の
整
備�

沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
等
を
通
じ
た�

イ
ン
キ
ュベ
ー
ト
事
業
の
促
進�

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
積
極
活
用�

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
の
促
進�

新
規
事
業
創
出
支
援
体
制
の
総
合
的
検
討�

・�・�・��・�・�・��
　
農
林
水
産
業
の
新
た
な
展
開�

　
他
の
都
道
府
県
に
な
い
沖
縄
の
優
位
性
を
活
か
し
て
戦
略
的
な
取
組
を
行
い
、市
場
競

争
力
を
持
っ
た
特
色
あ
る
農
林
水
産
物
の
供
給
産
地
を
目
指
す
。�

（1）�　
新
規
事
業
の
創
出

　
支
援
体
制
の
充
実�

　
今
後
、沖
縄
経
済
が

二
十
一
世
紀
に
向
け
て

中
長
期
的
に
自
立
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、良
質
の
雇
用
機

会
が
若
年
層
に
も
開

か
れ
る
よ
う
な
新
規

産
業
の
成
長
が
必
須

の
課
題
で
あ
り
、新
規

事
業
創
出
を
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。�

（3）�（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

情
報
通
信
関
連
産
業
の
支
援
策
と
し
て
の

通
信
コ
ス
ト
の
低
減
化�

「
沖
縄
国
際
情
報
特
区
」構
想
の
推
進�

情
報
通
信
関
連
産
業
の
さ
ら
な
る
誘
致
の

た
め
の
イ
ン
キ
ュベ
ー
ト
施
設
の
整
備�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
及
び
流
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
促
進�

先
進
的
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
よ
る

集
積
の
促
進�

デ
ジ
タ
ル
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
デ
ジ
タ

ル
映
像
制
作
・
編
集
セ
ン
タ
ー
の
整
備�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
研
究
開
発
用
共
同
利

用
施
設
の
整
備�

情
報
関
連
人
材
の
育
成�

沖
縄
総
合
行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政
サ
ー
ビ
ス
実

験
の
実
施�

学
校
に
お
け
る
複
合
ア
ク
セ
ス
網
活
用
型

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
研
究
開
発（
先

進
的
教
育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
地
域
事

業
）の
実
施�

北
部
地
域
に
お
け
る
難
視
聴
解
消
事
業
の

実
施�

・�　�・�・��・��・��・�　�・��・�・���・����・� 　
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
情

報
通
信
産
業
の
育
成�

　
沖
縄
は
、そ
の
地
理
的
条
件
、イ
ン
フ
ラ

整
備
の
諸
計
画
等
か
ら
み
て
、世
界
の
情

報
通
信
ハ
ブ
基
地
と
し
て
発
展
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
展
開
の
中
で
の
沖
縄
に
お
け
る
情

報
通
信
産
業
の
発
展
を
目
指
す
。�

（2）�（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

航
空
運
賃
の
引
下
げ
に
係
る
追
加
措
置

沖
縄
自
動
車
道
の
通
行
料
金
の
割
引�

査
証
手
続
等
の
緩
和
措
置�

寄
港
地
上
陸
の
許
可
に
係
る
行
動
範
囲
の

拡
大�

観
光
情
報
提
供
体
制
等
の
整
備�

国
際
会
議
の
誘
致
等�

国
営
沖
縄
記
念
公
園
首
里
城
地
区
の
整

備
推
進�

琉
球
歴
史
回
廊
の
形
成
等�

地
域
観
光
資
源
を
活
用
し
た
滞
在
型
・
参

加
型
観
光
の
促
進�

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進�

グ
リ
ー
ン・ツ
ー
リ
ズ
ム
、ブ
ル
ー・ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進�

観
光
振
興
地
域
制
度
を
活
用
し
た
観
光

拠
点
の
重
点
的
整
備
の
促
進�

国
際
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
構
想
の
推
進�

国
際
交
流
拠
点
等
の
整
備
の
推
進�

国
営
沖
縄
記
念
公
園
海
洋
博
覧
会
地
区

の
整
備
推
進�

沖
縄
米
軍
基
地
所
在
市
町
村
活
性
化
特

別
事
業
の
活
用�

観
光
地
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
公

共
イ
ン
フ
ラ
の
重
点
的
整
備�

観
光
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進
す
る

観
光
基
盤
施
設
の
整
備
推
進�

・�・�・�・��・�・�・��・�・��・�・��・��・�・�・��・��・��・� 　
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
新
た
な
展
開 

　
沖
縄
に
お
け
る
基
幹
産
業
と
し
て
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
が
、県
経
済
全
体
を

牽
引
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、通
年
型

観
光
地
へ
の
シ
フ
ト
等
の
課
題
に
取
り
組
む
。�

マンゴー�



（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

国
立
高
等
専
門
学
校
の
創
設�

大
学
機
能
の
充
実
強
化�

職
業
能
力
開
発
の
推
進�

沖
縄
特
別
雇
用
開
発
推
進
事
業
の
推
進�

高
等
教
育
機
関
間
の
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
推
進�

中
小
企
業
大
学
校「
沖
縄
振
興
コ
ー
ス
」の

拡
充�

人
材
の
育
成
に
向
け
た
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
の

総
合
的
促
進�

国
際
化
等
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成�

地
域
に
密
着
し
た「
人
づ
く
り
」の
推
進�

駐
留
軍
従
業
員
の
雇
用
対
策
の
充
実�

・�・�・�・�・��・��・��・�・�・�

（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

〈
亜
熱
帯
特
性
等
に
注
目
し
た
研
究
開
発 �

  

活
動
の
総
合
的
推
進
〉�

亜
熱
帯
研
究
の
総
合
的
推
進�

産
学
官
共
同
研
究
活
動
の
促
進�

サ
ン
ゴ
礁
海
域
生
態
系
の
観
測
研
究
の
推
進�

海
洋
深
層
水
研
究
の
推
進�

工
業
技
術
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用�

�〈
ア
ジ
ア・太
平
洋
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
発
展
〉�

沖
縄
・ハ
ワ
イ
協
力
の
推
進�

国
際
セ
ミ
ナ
ー
等
の
知
的
交
流
事
業
の
推
進�

国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）の
設
立�

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
跡
群
」

の
世
界
遺
産
へ
の
登
録�

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
促
進�

国
際
医
療
協
力
の
推
進�

・�・�・�・�・�　�
�・�・�・�・��・�・� （2）�　 

研
究
開
発
と
国
際
交
流
の
促
進�

　
自
立
型
経
済
の
構
築
に
向
け
て
、技
術

革
新
の
果
た
す
役
割
が一
層
高
ま
っ
て
お
り
、

研
究
開
発
に
つ
い
て
、前
向
き
で
、な
お
か

つ
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
着
実
な
取

組
が
期
待
さ
れ
る
。�

　
ま
た
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、科
学
技

術
分
野
の
み
な
ら
ず
、学
術
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

医
療
等
を
含
め
て
、幅
広
い
交
流
が
期
待

さ
れ
る
。�

（3）�　
人
材
の
育
成
と
雇
用
の
確
保�

　
国
際
的
に
は
高
い
貸
金
水
準
の
下
で
、

競
争
力
の
あ
る
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
に
は
、産
業
の
高
付
加
価
値
化
が
必
要

で
あ
り
、そ
の
た
め
に
優
秀
な
人
材
の
確

保
が
求
め
ら
れ
る
。�

　
ま
た
、厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、雇
用
の
確
保
に
資
す
る
諸
施
策
を

強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。�

（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

国
際
サ
ン
ゴ
礁
研
究
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
と
そ
の
活
動
の
推
進�

や
ん
ば
る
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
等
の
活

動
の
推
進�

地
域
振
興
に
配
慮
し
た
や
ん
ば
る
地
域
の

国
立
公
園
化
の
検
討�

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め

る
環
境
保
全
・
環
境
創
造
型
事
業
の
推
進�

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
環
境
負
荷
の
小

さ
い
地
域
を
実
現
す
る
技
術
導
入
の
促
進�

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」構
想

の
推
進�

・��・��・��・��・��・� （4）�　
環
境
共
生
型
地
域
の
形
成�

　
沖
縄
に
お
い
て
環
境
共
生
型
地
域
と
し
て

モ
デ
ル
的
な
発
展
を
追
求
す
る
こ
と
は
、観
光
・

リ
ゾ
ー
ト
の
振
興
、新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
等

の
観
点
か
ら
有
意
義
な
試
み
で
あ
る
と
い
え
る
。�

やんばる野生生物保護センター�



（
政
策
具
体
化
の
方
向
）�

那
覇
空
港
の
整
備�

那
覇
港
の
整
備
及
び
那
覇
港
国
際
流
通

港
湾
計
画
調
査
に
対
す
る
支
援�

総
合
交
通
体
系
の
整
備
の
推
進�

水
資
源
開
発
の
推
進�

・�・��・�・� （5）�　
産
業
活
動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備�

　
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
基
本
的
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
、今
後
と
も
、産
業
イ

ン
フ
ラ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備
に
引

き
続
き
努
め
る
。�

　「
沖
縄
経
済
の
自
立
的
成
長
を
い
か
に

図
る
か
」と
い
う
視
点
を
中
心
に
、そ
の
環

境
整
備
に
向
け
て
の
政
策
の
理
念
や
基
本

方
向
及
び
具
体
的
な
方
向
を
、可
能
な
限

り
示
そ
う
と
す
る
も
の
。�

　
今
後
の
個
別
の
沖
縄
振
興
策
の
検
討
・

実
施
に
指
針
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

沖
縄
振
興
策
全
体
の
論
議
の
場
と
な
る
、

い
わ
ゆ
る「
ポ
ス
ト
三
次
振
計
」の
検
討
の

場
に
お
い
て
、経
済
振
興
面
に
関
し
て�

十

分
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。  

　
今
回
の
中
間
報
告
に
お
い
て
は
、で
き
る

限
り
最
終
報
告
に
近
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
検
討

を
進
め
た
も
の
の
、「
沖
縄
国
際
情
報
特
区
」

構
想
や「
ゼ
ロ
エ
ミッション・ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」

構
想
の
具
体
化
、「
新
規
事
業
創
出
支
援

体
制
の
総
合
的
検
討
」等
に
つ
い
て
は
、今
後
、

政
府
と
県
と
が
連
携
し
て
検
討
を
進
め
、

最
終
報
告
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
た
い
。�

こ
の「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一世
紀
プ
ラ
ン
」は
、�

3 

本
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
と�

　 

今
後
の
取
扱
い�

（
総
務
局
企
画
課
）�

那覇空港新ターミナル地域�
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〈財務部〉�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
で
は
、公

認
会
計
士
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
公
認
会
計
士
試
験
は
公
認
会
計
士
法

に
基
づ
い
て
第
一
次
試
験
か
ら
第
三
次
試

験
ま
で
あ
り
、こ
の
厳
し
い
関
門
を
パ
ス
し

て
初
め
て
公
認
会
計
士
と
な
る
こ
と
が
で

き
司
法
試
験
と
並
ぶ
難
易
度
の
高
い
国

家
試
験
の一つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
株
式
公
開
会
社
等
、証
券
取
引
法
に

お
け
る
企
業
内
容
開
示
制
度（
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
）に
基
づ
い
て
有
価
証
券

報
告
書
等
を
作
成
し
て
い
る
会
社
は
、一

般
投
資
家
保
護
の
観
点
か
ら
、公
認
会

計
士
の
監
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、そ
の
監
査
事
務
が
公
認

会
計
士
の
主
要
な
業
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、企
業
財
務
の
専
門
家
と
し
て
、

委
託
企
業
の
財
務
諸
表
の
作
成
の
ほ
か
、

企
業
財
務
の
分
析
、調
査
、立
案
、経
営

相
談
等
を
行
っ
て
お
り
、財
務
会
計
の
明

朗
化
、合
理
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
十
年
の
公
認
会
計
士
試
験
は
第

二
次
試
験
で
一
名
、第
三
次
試
験
で
三
名

の
合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
財
務
部
に
お
い
て
は
多
く
の
方
の
受
験

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

公
認
会
計
士
試
験
に
か
か
る
問
合
わ
せ�

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
理
財
課（
TEL
○
九
八-

八
六
二-

一
四
五
○
）�
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沖
縄
は
、地
理
的
に
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

と
の
距
離
が
近
い
こ
と
か
ら
ウ
リ
ミ
バ
エ

や
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
等
の
重
要
な
病
害

虫
の
飛
来
等
に
よ
る
侵
入
を
受
け
や
す

い
地
域
で
あ
り
、ま
た
、気
候
的
に
は
農

作
物
の
病
害
虫
の
増
殖
・
定
着
が
容
易

な
自
然
環
境
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
実
際
、沖
縄
で
は
一
般
的
な
病
害
虫
に

加
え
、一
部
地
域
を
除
き
他
の
地
域
に
見

ら
れ
な
い
特
殊
な
病
害
虫
が
発
生
し
て

お
り
、そ
の
寄
主
と
な
っ
て
い
る
さ
つ
ま

い
も
等
の
一
部
の
植
物
は
、植
物
防
疫
法

に
よ
り
発
生
地
域
外
へ
の
移
動
が
禁
止

ま
た
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、沖
縄
県
の
農
業
を
振
興

す
る
上
で
、植
物
防
疫
の
取
組
み
の
推

進
は
他
県
に
比
べ
よ
り
一
層
重
要
か
つ
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、沖
縄
県
で
は
、

ウ
リ
ミ
バ
エ
及
び
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
根

絶
防
除
及
び
侵
入
警
戒
、イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
等
の
根
絶
に
向
け
た
取
組
み
、
そ
の

他
の
重
要
な
病
害
虫
に
対
す
る
防
除
等
を
、

国
、県
、市
町
村
、関
係
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。� 沖縄における�

植物防疫の�
成果と課題�

〈農林水産部〉�

植
物
防
疫
と
は�

　
安
全
で
品
質
の
良
い
農
産
物
を
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
は
、農
作

物
の
病
害
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
大
変
重
要
で
す
。�

　
植
物
防
疫
と
は
、農
作
物
の
病
害

虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
総
合

的
な
施
策
で
あ
り
、植
物
検
疫
、各
種

手
法
に
よ
る
病
害
虫
防
除
、病
害
虫

の
発
生
を
科
学
的
に
予
測
す
る
病
害

虫
発
生
予
察
を
有
機
的
に
組
み
合
わ

せ
て
実
施
さ
れ
る
技
術
及
び
組
織
の

総
体
を
指
し
ま
す
。�

1

2

　  

ウ
リ
ミ
バ
エ
及
び�

　  

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
種
群
の
根
絶�
�

　
ウ
リ
類
の
害
虫
で
あ
る
ウ
リ
ミ
バ
エ
及

び
か
ん
き
つ
を
は
じ
め
と
す
る
熱
帯
果
実

の
害
虫
で
あ
る
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
は
平
成

五
年
十
月
に
八
重
山
群
島
の
ウ
リ
ミ
バ
エ

根
絶
確
認
を
最
後
に
沖
縄
県
全
域
に
お

い
て
根
絶
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、昭
和

四
十
七
年
に
久
米
島
で
根
絶
事
業
が
開

始
さ
れ
て
以
来
二
十
二
年
の
歳
月
と
約

二
〇
〇
億
円
、延
べ
三
十
二
万
人
の
人
力

を
投
入
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
世
界
的

に
も
類
を
み
な
い
偉
業
で
す
。�

　
こ
の
根
絶
に
よ
り
、両
種
の
寄
生
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
が
な
く
な
り
、か
つ
寄

主
植
物
に
つ
い
て
移
動
規
制
措
置
が
解

除
さ
れ
、ニ
ガ
ウ
リ
や
マ
ン
ゴ
ー
、か
ん
き
つ

類
等
の
沖
縄
県
特
産
品
を
消
毒
せ
ず
に

本
土
へ
出
荷
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

年
間
数
十
億

円
に
の
ぼ
る
経

済
メ
リ
ッ
ト
が

も
た
ら
さ
れ
て

て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
は
沖
縄

県
に
お
け
る

植
物
防
疫
上

の
大
き
な
成

果
と
い
え
ま
す
。�

　
一
方
、沖
縄
県
は
台
湾
等
の
ミ
バ
エ
類
の

生
息
す
る
諸
外
国
に
近
い
こ
と
か
ら
、両

種
の
再
侵
入
・
再
発
生
の
危
険
に
常
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、根
絶
後
ミ
バ
エ
類
が
海
外
か

ら
の
飛
来
等
に
よ
り
再
び
侵
入
・
発
生
し

な
い
よ
う
に
、侵
入
警
戒
ト
ラ
ッ
プ
調
査
、

寄
主
果
実
調
査
、ウ
リ
ミ
バ
エ
不
妊
虫
放

飼
等
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　  

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
等
の�

　  

根
絶
へ
向
け
て�

�

　
沖
縄
の
紅
い
も
は
加
工
品
を
中
心
に

本
土
の
観
光
客
に
非
常
に
好
評
を
博
し

て
お
り
、需
要
が
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、沖
縄
に
は
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
及
び

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
と
い
う
さ
つ
ま
い
も

等
の
害
虫
が
生
息
し
て
お
り
、加
害
さ
れ

た
紅
い
も
等
は
商
品
価
値
が
全
く
な
く

な
っ
て
し
ま
う
上
に
、こ
れ
ら
の
寄
主
植

物
に
つ
い
て
は
、ま
ん
延
防
止
の
た
め
県
外

へ
の
移
動
が

規
制(

注
１)

さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、生

産
及
び
県
外

出
荷
の
大
き

な
妨
げ
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

イモゾウムシ� ウリミバエ不妊虫の空中放飼�

キュウリに産卵するウリミバエ�ミカンに産卵するミカンコミバエ�

2
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こ
の
た
め
、特
別
防
除
事
業
が
平
成
六

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、現
在
は
、

根
絶
技
術
確
立
事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
、

久
米
島
に
お
い
て
不
妊
虫
放
飼
法（
注
２
）

に
よ
る
防
除
を
核
と
し
た
根
絶
実
証
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
事
業
の
進
展
に
伴
い
、イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
・

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
の
根
絶
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
大
量
増
殖
方
法
や
対
象
害
虫

の
調
査
方
法
等
に
お
い
て
、ミ
バ
エ
の
根
絶

以
上
に
困
難
な
い
く
つ
か
の
技
術
的
課
題

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、ウ
リ
ミ
バ
エ
、ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

両
害
虫
の
根
絶
を
達
成
し
た
技
術
と
経
験
、

各
関
係
機
関
、関
係
者
の
協
力
体
制
を

最
大
限
活
用
し
、沖
縄
本
島
等
の
よ
り

広
い
地
域
に
お
け
る
根
絶
防
除
を
実
現

す
る
た
め
の
技
術
的
課
題
の
克
服
を
目

指
し
ま
す
。�
�

（
注
１
）移
動
規
制�

　
さ
つ
ま
い
も
の
生
塊
根
は
蒸
熱
処
理

法
に
よ
る
消
毒
を
行
う
こ
と
に
よ
り
沖

縄
県
外
へ
持
ち
出
し
で
き
ま
す
。詳
し
く

は
植
物
防
疫（
事
務
）所
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。�

�（
注
２
）不
妊
虫
放
飼
法�

　
人
工
的
に
増
殖
生
産
さ
れ
た
昆
虫（
根

絶
す
る
害
虫
と
同
じ
虫
）に
、放
射
線
を

照
射
し
て�

不
妊
化
し
ま
す
。こ
の
不
妊

虫
を
野
外
に
大
量
放
飼
す
る
こ
と
で
野

生
の
虫
ど
う
し
の
交
尾
機
会
を
減
少
さ
せ
、

次
世
代
の
繁
殖
を
抑
制
し
、最
終
的
に
根

絶
に
至
ら
し
め
る
方
法
で
す
。�

��

　  

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の

　  

発
生
及
び
防
除�
�

　
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
は
か
ん
き
つ

類
の
重
要
病
害
で
、果
実
か
ら
は
伝
染
せ
ず
、

接
ぎ
木
及
び
媒
介
昆
虫
で
か
ん
き
つ
類
の

害
虫
で
あ
る
ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
に
よ
っ
て
伝

搬
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
罹
病
株
は
葉
の
黄
化
や
果
実
の
減
収

が
生
じ
、病
気
が
進
行
す
る
と
樹
勢
が
衰

え
枯
死
す
る
こ
と
か
ら
、か
ん
き
つ
栽
培

に
広
範
囲
か
つ
長
期
間
に
わ
た
っ
て
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。�

　
沖
縄
県
で
は
昭
和
六
十
三
年
に
八
重

山
群
島
で
初
め
て
罹
病
株
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
後
平
成
五
年
頃
か
ら
散
発
的
に
少

数
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、県

は
国
と
協
力
し
調
査
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、県
全
体
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は

な
か
な
か
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
こ
の
た
め
、平
成
九
年
度
か
ら
特
定
重

要
病
害
虫
特
別
防
除
対
策
事
業
及
び
難

防
除
病
害
虫
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、

県
全
域
の
詳
細
な
発
生
調
査
及
び
罹
病

株
の
処
分
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
か
ん
き
つ
栽
培
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、農
家
の
み
な
ら
ず
、一

般
家
庭
の
方
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
、本
病
の
防
除
に
関

す
る
情
報
の
よ
り
一
層
の
周
知
徹
底
及
び

協
力
の
呼
び
か
け
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

�

　
今
回
ご
紹
介
し
た
病
害
虫
以
外
に
も

サ
ツ
マ
イ
モ
ノ
メ
イ
ガ
や
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ

イ
等
い
く
つ
か
の
農
業
生
産
上
重
要
な

病
害
虫
の
発
生
が
あ
り
ま
す
が
、関
係
者

の
地
道
な
努
力
に
よ
り
、そ
の
影
響
は
き

わ
め
て
低
い
水
準
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
と
も
沖
縄
農
業
の
更
な
る
振
興

の
た
め
、植
物
防
疫
事
業
の
よ
り
一
層
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

アリモドキゾウムシ　上：成虫、下：幼虫�

さつまいもの蒸熱処理作業�
さつまいもは蒸熱処理による消毒を行うこ�
とにより本土等への移動が可能となります。�

カンキツグリーニング病�
右が罹病株で、果実が小さく葉が黄化しています。�

ウリミバエ、イモゾウムシ、�
アリモドキゾウムシ不妊虫増殖施設�

ミカンキジラミ�
上 :成虫.下：若虫�
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〜
知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
〜�

��

　  

プ
ロ
パ
テ
ン
ト
政
策
の
意
義�

�

　
知
的
創
造
時
代
で
あ
る
２１
世
紀
に
向

け
て
の
課
題
は
創
造
的
技
術
開
発
の
促
進
、

そ
れ
に
よ
る
新
規
産
業
の
創
出
、ひ
い
て

は
科
学
技
術
創
造
立
国
の
実
現
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、知
的
財
産
権
制
度
の

強
化(

プ
ロ
パ
テ
ン
ト
政
策)

に
よ
り
、創
造

さ
れ
た
技
術
を
適
切
に
保
護
し
、効
果

的
な
活
用
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
技
術
を
財
と
し
て
明
確
に
位
置
付

け
る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
効
果
を
生
み

出
す
、「
知
的
財
産
権
」に
よ
る「
知
的

創
造
サ
イ
ク
ル
」を
加
速
化
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

��

　  

米
国
の
プ
ロ
パ
テ
ン
ト
政
策�

�

　
１
９
８
０
年
頃
の
米
国
内
の
製
造
業
は
、

日
本
や
ド
イ
ツ
等
か
ら
の
工
業
製
品
の
影

響
に
よ
り
冷
え
込
ん
だ
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
、レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
設

立
し
た
産
業
競
争
力
委
員
会（
委
員
長

・・
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
パッ
カ
ー
ド
社
ジ
ョ
ン・
ヤ
ン

グ
社
長
）の
報
告
書
の
公
表
以
来
、国
家

戦
略
と
し
て
知
的
財
産
権
の
保
護
強
化

を
図
る「
プ
ロ
パ
テ
ン
ト
政
策
」を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。米
国
は
そ
の
後
の
１０
年
間
で
、

９９
万
件
の
特
許
出
願
を
行
い
、約
１６
兆

円
の
技
術
貿
易
黒
字
を
あ
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。ち
な
み
に
日
本
は
米
国

の
４
倍
以
上
の
特
許
出
願
を
行
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、約
４
兆
円
の
技
術
貿

易
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��

　  

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催�

�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、通
商
産
業
省

特
許
庁
に
お
い
て
は
、日
本
全
体
の
知
的

財
産
権
に
関
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ
、

ま
た
、プ
ロ
パ
テ
ン
ト
の
土
壌
が
育
成
さ
れ

る
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、

各
通
産
局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
と
の

共
催
に
よ
り
、セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
沖
縄
地
域
に
お
け
る
今
年
度
の
開
催
は
、

以
下
の
セ
ミ
ナ
ー
を
中
心
と
し
て
継
続
性

を
持
っ
た
内
容
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。�

�

��

●
ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー�

　
中
小
・ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
経
営
者
や
技

術
開
発
責
任
者
を
対
象
と
し
、「
中
小
企

業
経
営
に
お
け
る
特
許
戦
略
」や「
未
利

用
特
許
と
商
品
開
発
」等
を
テ
ー
マ
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

● 

研
究
機
関
向
け
セ
ミ
ナ
ー�

　
大
学
及
び
試
験
研
究
機
関
の
研
究
者

や
特
許
管
理
者
を
対
象
と
し
、研
究
成

果
の
適
切
な
保
護
を
目
的
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

●
特
許
活
用
セ
ミ
ナ
ー�

　（
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
）�

　
対
象
者
別
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を
融

合
し
、産
学
技
術
移
転
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。�

�

問
い
合
わ
せ�

　
通
商
産
業
部
産
業
課�

　
電
話
０
９
８（
８
６
６
）０
０
６
７�

プロパテント政策�

3

〈通産部〉�

1
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知的創造サイクル�

さらなる�
研究開発研究開発�

権利活用権利活用�
（コストの回収の回収）�

創造創造�

権利獲得権利獲得�さらなる�
研究開発�

権利活用�
（コストの回収）�

創造�

権利獲得�

対象者�
　中小企業経営者・技術開発責任者�
　●特許技術を導入したい�
　●権利化による付加価値を得たい�
�
　大学等の研究者・特許管理者�
　●地域の企業と共同研究したい�
　●研究成果を活用してほしい�

知的財産権セミナー�知的財産権セミナー�
ベンチャー�
セミナー�

研究機関向け�
セミナー�

ベンチャー�
セミナー�

研究機関向け�
セミナー�

特
許
活
用
セ
ミ
ナ
ー�

（
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
）�

特
許
活
用
セ
ミ
ナ
ー�

（
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
）�

共
同
研
究
事
業
・
補
助
事
業�

共
同
研
究
事
業
・
補
助
事
業�

新
規
産
業
の
創
出�

新
規
産
業
の
創
出�



　  

バ
ス・
タ
ク
シ
ー
事
業
の�

　  

規
制
緩
和�

�  

バ
ス・タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
、事
業
者
の
経
営
の
安
定
を
通
じ
て

安
全
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
す
る
、と
い
う
考
え
方
の
も
と
、利

用
者
数
に
対
し
て
車
両
数
が
過
剰
に
な

ら
な
い
よ
う
に
調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
需
給
調
整
規

制
。）�

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
制
度
に

お
い
て
は
、能
力
・
意
欲
の
あ
る
者
が
バ
ス・

タ
ク
シ
ー
事
業
に
新
た
に
参
入
し
た
り
、

事
業
を
拡
大
し
た
り
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

事
業
者
同
士
の
運
賃
競
争
・
サ
ー
ビ
ス
競

争
が
進
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、今
後
は
、バ
ス・タ
ク
シ
ー
事
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、需
給
調
整
規
制

を
廃
止
し
、意
欲
あ
る
事
業
者
に
対
し
て

新
規
参
入
や
事
業
拡
大
を
認
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。（
平
成
九
年
三
月
の
規
制

緩
和
推
進
計
画
の
閣
議
決
定
。）閣
議
決

定
を
受
け
て
運
輸
省
で
は
、運
輸
政
策
審

議
会
へ「
需
給
調
整
規
制
廃
止
に
向
け
て

必
要
と
な
る
環
境
整
備
方
策
に
つ
い
て
」

の
諮
問
を
行
な
い
、貸
切
バ
ス
に
つ
い
て
は

平
成
十
年
六
月
、乗
合
バ
ス
及
び
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て
は
平
成
十
一
年
四
月
に
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。需
給
調
整
規
制
の
廃�

止
に
よ
り
、事
業
者
間
の
運
賃
競
争
や
サ

ー
ビ
ス
競
争
が
促
進
さ
れ
、利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　  

安
全
の
確
保
等�

�

　
一
方
、事
業
者
間
の
競
争
が
激
し
く
な

る
と
、安
全
面
の
軽
視
な
ど
の
弊
害
が
出

て
く
る
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
懸
念
が
あ

り
ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、需
給
調
整
規
制
を
廃

止
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、バ
ス・タ
ク
シ
ー

事
業
を
自
由
に
行
え
る
わ
け
で
は
な
く
、

安
全
の
確
保
な
ど
必
要
最
低
限
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
た
者
だ
け
が
参
入
で
き
る
し

く
み
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、事
業
開
始

後
も
事
業
者
に
対
す
る
監
査
を
強
化
す

る
な
ど
、安
全
面
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
く
チ
ェッ
ク
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。�

�

　  

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

�

　
貸
切
バ
ス
に
つ
い
て
は
、今
年
の
通
常
国

会
で
道
路
運
送
法
が
改
正
さ
れ
、平
成

十
二
年
二
月
一
日
か
ら
需
給
調
整
規
制
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

乗
合
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、答
申
を

受
け
て
、来
年
の
通
常
国
会
に
道
路
運
送

法
の
改
正
案
を
提
出
し
、平
成
十
三
年

度
中
に
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。�

1
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バス･タクシーの�
活性化と発展を�
目指して�

4

〈運輸部〉�



サンゴ礁と共生する�
港湾整備マニュアル案について�

5

〈開発建設部〉�

1

����������������������

　  

背
景
並
び
に
経
緯�

�  

近
年
、港
湾
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

周
辺
の
環
境
へ
の
配
慮
が
従
来
に
も
増
し

て
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。運

輸
省
港
湾
局
に
お
い
て
も
、平
成
六
年
三

月
に
発
表
し
た
港
湾
環
境
施
策
の
中
で「
エ

コ
ポ
ー
ト
」整
備
構
想
を
打
ち
出
し
、「
自

然
に
と
け
込
み
、生
物
に
や
さ
し
い
港
」

や「
積
極
的
に
自
然
環
境
の
再
生
、整
備

を
図
る
港
」
等
の
実
現
に
向
け
て
努
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
実
現
の

た
め
に
は
、港
湾
本
来
の
機
能
を
満
た
し

つ
つ
、生
物
の
生
息
・
生
育
に
適
し
た
条
件

を
備
え
た
港
湾
の
整
備
計
画
手
法
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
一
方
、日
本
で
唯
一の
亜
熱
帯
圏
に
位
置

す
る
沖
縄
で
は
、浅
い
海
域
で
の
環
境
の

代
表
的
な
姿
と
し
て
、「
サ
ン
ゴ
礁
」の
存

在
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ

礁
は
、生
物
生
産
機
能
、環
境
浄
化
機
能
、

景
観
機
能
、防
災
機
能
、二
酸
化
炭
素
の

循
環
機
能
等
、多
種
多
様
な
機
能
を
持
っ

て
お
り
、こ
の
よ
う
な
海
域
に
港
湾
が
同

時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

港
湾
と
サ
ン
ゴ
礁
の
共
生
を
図
る
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

従
っ
て
、亜
熱
帯
圏
に
位
置
す
る
沖
縄
の

港
湾
に
お
い
て
、「
エ
コ
ポ
ー
ト
」の
様
な
港

湾
環
境
施
策
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
に
目
を

向
け
、サ
ン
ゴ
礁
と
の
共
生
を
目
指
し
た

港
湾
整
備
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
で
は
、

過
去
十
年
余
り
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き

た
サ
ン
ゴ
の
現
地
調
査
及
び
実
験
結
果

を
基
に
サ
ン
ゴ
礁
と
環
境
条
件
に
つ
い
て

分
類
・
整
理
し
、サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・

利
用
に
配
慮
し
た
港
湾
整
備
計
画
手
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

こ
れ
迄
に
得
ら
れ
た
知
見
並
び
に
調
査

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、造
礁
サ
ン
ゴ
の
生
態
、

環
境
条
件
及
び
計
画
手
法
等
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
を
行
い
、こ
の
度
、そ
の
成
果

が「
サ
ン
ゴ
礁
と
共
生
す
る
港
湾
整
備
マ

ニュ
ア
ル
案
」（
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建

設
部
監
修
、(

財)

港
湾
空
間
高
度
化
セ
ン

タ
ー
編
集
、発
行
）と
し
て
六
月
二
十
四

日
に
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。�

消波ブロックに�
着生したサンゴ(那覇港)

サンゴが着生した消波ブロック上を行き交う魚の群�
�（那覇港：消波ブロック据付後16年後､撮影平成９年）�

環境調和型防波堤の完成イメージ図�
�（平良港で実施中のエコポート技術リーディング事業）�
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「
サ
ン
ゴ
礁
と
共
生
す
る�

　   

港
湾
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
」

　   

の
概
要�

�

　
公
刊
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
に
は
、サ
ン

ゴ
礁
の
生
態
、機
能
、成
育
の
た
め
の
環

境
条
件
か
ら
港
湾
整
備
の
た
め
の
基
本

方
針
、基
本
計
画
策
定
手
法
、ま
た
、実

施
に
あ
た
っ
て
の
保
全
・
創
造
・
利
用
に
つ

い
て
の
港
湾
整
備
手
法
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。�

【
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
構
成
】�

Ⅰ
は
じ
め
に�

港
湾
と
サ
ン
ゴ
礁
、適
用
範
囲�

Ⅱ
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て�

サ
ン
ゴ
と
サ
ン
ゴ
礁
の
定
義
、サ
ン
ゴ
礁
の

機
能
、サ
ン
ゴ
の
分
類
、造
礁
サ
ン
ゴ
の
生

態�

Ⅲ
サ
ン
ゴ
礁
と
環
境
条
件�

サ
ン
ゴ
礁
の
地
理
的
分
布
、初
期
着
生
と

環
境
条
件
、成
長
と
環
境
条
件�

Ⅳ
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
計
画
の

策
定�

計
画
の
考
え
方
、対
象
港
湾
の
選
定
、基

本
方
針
の
設
定
、対
象
海
域
周
辺
の
現

況
把
握
と
評
価
、計
画
の
検
討�

Ⅴ
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
・
創
造
・
利
用
計
画
の

手
法�

保
全
手
法
、創
造
手
法
、利
用
手
法�

　  

講
　
演
　
会�

�  

去
る
六
月
二
十
四
日
の
本
マ
ニュ
ア
ル
案

の
公
刊
に
あ
た
っ
て
は
、那
覇
市
の
ロ
ワ
ジ

ー
ル
ホ
テ
ル
沖
縄「
天
妃
の
間
」で「
第
四

回
エ
コ
ポ
ー
ト
技
術
講
演
会
¦
�サ
ン
ゴ
礁

と
共
生
す
る
港
湾
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
披

露
¦
」（
主
催
・・(

財)

港
湾
空
間
高
度

化
セ
ン
タ
ー
　
港
湾
・
海
域
環
境
研
究
所
、

後
援
・・
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
）

と
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら

多
数
の
方
々
が
参
加
し
盛
況
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。�

  

講
演
会
で
は
、琉
球
大
学
理
学
部
土
屋

教
授
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
生
態
と
環
境
に
関

す
る
特
別
講
演
と
港
湾
技
術
研
究
所
海

洋
環
境
部
古
川
主
任
研
究
官
に
よ
る
本

マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
解
説
、並
び
に
沖
縄
総
合

事
務
局
開
発
建
設
部
港
湾
計
画
課
か
ら
は
、

港
湾
で
の
環
境
施
策
へ
の
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
、講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　  

最
　
後
　
に�

��

　
今
後
、本
マ
ニュ
ア
ル
案
の
有
効
活
用
に

よ
り
、亜
熱
帯
圏
に
お
け
る
港
湾
整
備
、

或
い
は
サ
ン
ゴ
が
成
育
す
る
地
域
に
お
け

る
港
湾
整
備
に
お
い
て
、港
湾
構
造
物
へ

の
サ
ン
ゴ
の
着
生
促
進
手
法
、サ
ン
ゴ
の
移

植
手
法
等
が
高
い
技
術
で
実
現
可
能
と

な
り
、さ
ら
に
こ
れ
ら
の
手
法
を
利
用
し

て
親
水
防
波
堤
及
び
海
中
展
望
台
等
を

整
備
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。�

�

　
現
在
、本
マ
ニュ
ア
ル
案
は
、い
く
つ
か
の

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
案
と
し
て
公

刊
さ
れ
ま
し
た
が
、沖
縄
総
合
事
務
局

開
発
建
設
部
港
湾
部
門
で
は
、引
き
続

き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
及
び
研
究
を
実
施

し
て
い
き
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
と
同
時
に
、積
極
的
に
沖
縄
の
港

湾
整
備
へ
本
マ
ニュ
ア
ル
案
の
活
用
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。�

4

全国から多数の方々が参加して執り行われた講演会の模様�
�（６月24日(木) ロワジールホテル沖縄｢天妃の間｣にて）�

今回公刊された｢サンゴ礁と共生する港湾整備マニュアル案｣�
(監修:沖縄開発庁沖縄総合事務局開発建設部､�
編集･発行:(財)港湾空間高度化センター港湾海域研究所)

生物の着生促進を目指した消波ブロックの一例�
�（平良港湾工事事務所、撮影平成10年)

Harbor



�  総務部では、８月６日に当局３階大会
議室において、国家公務員採用Ⅱ種
試験の第１次合格者を対象とした沖
縄総合事務局の業務説明会を開催
した。�
�  業務説明会は、１次合格者に対して
沖縄総合事務局が実施している各種
施策や事業について積極的にピーア
ールを行い沖縄総合事務局が果たす
役割について理解を深めてもらい、沖
縄総合事務局を担う多様でやる気の
ある人材を確保することを目的に毎年
実施しているものである。�
�  業務説明会では、沖縄総合事務局
が２００１年１月からの省庁再編に伴い
内閣府の総合出先機関として沖縄の
振興開発や沖縄の諸問題の解決の
ため、更に重要な役割を果たしていく
ことや、将来の沖縄の発展のために
総合事務局が行っている施策や事業、
今後予定されている施策事業等につ
いての説明を行い、総合事務局が若
い皆さんにとって夢を持って、やりが
いのある仕事ができる職場であること
を紹介した。�
�  その後、引き続き質疑応答が行われ、
参加者からは、各部の業務内容に関
することや沖縄振興開発についての
活発な質疑が行われた。�

　去る8月19日沖縄総合事務局財務部
主催による財政金融講演会が那覇市
のメルパルク沖縄において行われ、産
業界、金融・保険業界、行政機関、婦人
団体など約110余人が出席した。講師
には大蔵省主計局主計官の村尾信尚
氏を迎え、「我が国財政の現状と課題」
について講演を行った。�

村尾氏は講演のなかで、公債残高が
平成11年度末で327兆円と見込まれ公
債依存度も37.9％となるなど厳しい我
が国財政の現状を説明した。また、村
尾氏は財政構造改革に触れ、「少子・
高齢化が進む我が国において、未来を
担う世代、社会のことを考えると、さらに
事態は深刻で、財政構造改革は引き続
き重要課題であり、経済が回復軌道に
乗った段階で中長期的視点で国民一
人一人のレベルで論議し、アクションを
起こす必要がある。」と述べた。�
　聴講した方々からは、「我が国の財
政事情の厳しさが理解できた。」、「諸
外国との比較説明が参考になった。」
等の意見が寄せられた。�

財務部�農林�
水産部�

総務部�
�　去る７月２７日、沖縄県女性総合セ
ンターにおいて、沖縄県農業会議及
び沖縄県構造政策推進会議の主催
により県内各市町村の農業委員会長、
農地流動化専門員・推進員及び経
営基盤強化担当職員を中心に約４００
名が一堂に参集して、「平成１１年度
農地流動化推進大会」が開催されま
した。�
�　この大会は、農業者の高齢化や農
業就業者が減少する中で、市町村基
本構想に掲げる経営感覚に優れた効
率的かつ安定的な農業経営の確立
を図るための活動の一環として、県を
はじめ関係機関・団体が一体となって
取り組んでいる「農地流動化１・１・１
の1000ｈａ運動」並びに「いきいき農業、
農地と経営を強くする運動」を一層
強化し、認定農業者等への農地の利
用集積を促進することを目的に毎年
開催されています。�

�
�　大会では、優良農業委員会として、
農地銀行活動に積極的に取り組み、
平成１０年度における農地流動化の
実績が特に優れていた名護市及び
竹富町農業委員会が沖縄県知事賞
を受賞し、表彰状が授与されました。�
�　また、沖縄県、県農業会議の各担
当官から、関係機関の努力の下鋭意
進められている農地流動化推進運動
の成果と推進方針等について説明
が行われたのに引き続き、地域におけ
る活動事例の報告がありました。�
�　その後、大会の参加者を交えた意
見交換が行われ、今後における農地
流動化運動の推進に向けて、相互の
連携強化が図られました。�

沖縄総合事務局の�
業務説明会を開催�

財政金融講演会開催�「平成11年度農地流動化推進大会」の開催�
�



　運輸部では、今年も7月20日から7
月31日までの間「海へ帰ろう」をテー
マに「海の旬間」を実施しました。こ
の「海の旬間」は、かけがえのない「海」
をいつまでも美しく、安全なものに保
つとともに、そのより積極的な利用と
開発を進め、海について広く関心と
理解を深めることを目的としています。
今年の「海の旬間」では次のとおり
のほか、多彩な行事を実施しました。�

◯7月22日 「海の日」海事関係功労
　者表彰式典�
◯7月23日 一日船長任命式（ミス那覇）、
　親子ふれあいクルージング（クルー
　ズフェリー飛龍21）�
◯７月２０日～２６日 海の図画コンクール�
　展示会及び模型展示会�
◯訪船指導等�
�

開発�
建設部�

運輸部�

�　去った７月１９日（月）に、慢性化す
る那覇都市圏の交通渋滞を考える道
路シンポジウム（主催・那覇市、沖縄県、
沖縄総合事務局）「くるま世・うまん人・
美ら街じゅくい」を、那覇市内のホテ
ル「とまりん」にて開催しました。学識
経験者の講演や行政、民間のパネル
ディスカッションを通し、那覇都市圏の
慢性的な交通渋滞解消を見いだす
というのが目的です。会場には市民ら
約２３０人の参加がありました。�
�　「交通渋滞ーこのガンコな交通症
候群」と題して講演をした上間清氏（琉
大工学部教授）から「交通問題への
市民、県民の関心の高揚や産官学
の共働」が今後の課題との提言があ
りました。�
�　パネルディスカッションは、野崎四
郎氏（沖国大商経学部教授）をコー
ディネーターに、遠藤和重氏（沖縄総
合事務局開発建設部道路建設課長）、
小渡ハル子氏（沖縄県婦人連合会
副会長）、高嶺晃氏（那覇市都市計
画部長）、中村政春氏（沖縄県警察
本部交通部長）、備瀬ヒロ子氏（都市
科学政策研究所所長）、山川宗邦氏
（日本青年会議所沖縄地区協議会
副会長）の六氏がパネリストとして参
加しました。�

�  沖縄県における鉱山は、石灰石鉱山
が大部分を占め、沖縄本島を始め、宮古、
石垣といった主な離島から波照間、南
北大東、多良間島といった小さな島々
にまで広く点在しています。�
�　理由としては、採掘する石灰石が
地中近くにあり、しかも軟らかいといっ
た特質を備え、パワーショベルやブルト
ーザーなどの簡便な重機類で容易に
採掘できることにあります。このため土
地整備等と称し、鉱山の認可を受けず
に採掘する、いわゆる違法採掘を行っ
ているケースが一部で見受けられます。�
�　この問題に対処するため、当局にお
いては、これまでにも定期的に地域へ
の巡回指導監督を実施し、また公共工
事発注機関に対しても正規鉱山から
の石灰石購入等をお願いしてきたとこ
ろですが、未だ十分とはいえない状況
にあります。�
�　このような観点から、石灰石の違法
採掘防止対策をさらに強化するため、
これまで以上に関係行政機関との十
分な連絡調整を行いつつ、地元市町
村及び警察署との合同の巡回指導監
督を実施していくこととしております。�

通商�
産業部�

通商産業部ホームページ�
http://www.okinawa-r ic.or.jp/virtualtown/movee

違法採掘防止対策の強化�「海の旬間」行事を挙行�
「くるま世・うまん人・美ら街�
じゅくい」の道路シンポ開催�
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平
成
９
年
７
月
か
ら
１１
年
７
月
ま
で

の
２
年
間
財
務
部
長
と
し
て
沖
縄
に
勤

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、こ
の
間
、

沖
縄
総
合
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
は
公
私

と
も
に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
７
月
に
沖
縄
を
離
任
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、早
く
も
２
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。�

�
  今

で
は
、毎
週
食
べ
て
い
た
ゴ
ー
ヤ
ー
チ

ャ
ン
プ
ル
ー
や
ゆ
し
豆
腐
が
懐
か
し
く
思

い
出
さ
れ
ま
す
。�

�
  ゆ

し
豆
腐
は
沖
縄
に
赴
任
し
て
初
め
て

食
べ
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、ゆ
し
豆
腐
の

あ
っ
さ
り
し
た
風
味
と
ポ
ー
ク
と
玉
子
焼

き
と
ほ
う
れ
ん
草
の
組
み
合
わ
せ
が
絶

妙
で
あ
り
、初
め
て
食
べ
た
時
か
ら
す
っ
か

り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、夏
も
冬
も
欠

か
さ
ず
食
べ
て
い
ま
し
た
。東
京
で
ゆ
し

豆
腐
の
あ
る
所
を
知
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
教
え
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�
�
  ま

た
、沖
縄
で
初
め
て
体
験
し
た
こ
と

と
し
て
は
、ス
キ
ュ
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
空

手
が
あ
り
ま
す
。�

�
  わ

ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

沖
縄
の
文
化
の一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
文
化

を
体
験
す
る
も
の
と
し
て
は
他
に
も
色
々

あ
り
ま
す
が
、空
手
は
健
康
維
持
に
も
っ

て
こ
い
で
あ
り
、是
非
お
薦
め
し
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、ダ
イ
ビ
ン
グ
も
美
し
い

自
然
と
接
す
る
に
は
最
適
で
あ
り
、美
ら

海
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�
  プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、公
務
の
面
で
は
、着
任

し
た
年
が
ち
ょ
う
ど
沖
縄
の
本
土
復
帰

２５
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

１１
月
に
行
わ
れ
た
政
府
主
催
の
復
帰

２５
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、歴
代
の
部
長
が
体
験
で
き
な
か
っ

た
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、普
天
間
基
地
の
移

設
が
打
ち
出
さ
れ
る
な
ど
沖
縄
を
深
く

知
る
に
は
中
々
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
貴

重
な
時
空
の
中
で
の
勤
務
に
な
っ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。 �

　
ま
た
、貴
重
な
体
験
と
い
え
ば
、平
成

１０
年
の
正
月
初
め
に
は
県
内
銀
行
に
対

す
る
風
説
の
流
布
事
件
に
対
処
す
る
た
め
、

日
銀
支
店
長
と
と
も
に
記
者
会
見
を
行

っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。�

�
  当

時
流
布
さ
れ
て
い
た
風
説
が
真
実
で

な
か
っ
た
こ
と
は
、後
で
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
誰
に
で
も
分
か
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

守
礼
の
邦
沖
縄
で
あ
の
よ
う
な
風
説
の

流
布
が
二
度
と
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。�

�
  来

年
７
月
に
は
、沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、沖
縄
総
合

事
務
局
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
色
々
な

面
で
具
体
的
な
関
わ
り
が
出
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、ご
健
闘
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。�

　
ま
た
、今
後
と
も
、沖
縄
が
着
実
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。�

　
沖
縄
を
離
れ
て
２
ヶ
月
、日
々
沖
縄
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。�

　
真
青
な
海
と
サ
ン
ゴ
礁
、琉
球
舞
踊
、

エ
イ
サ
ー
、グ
ル
ク
ン
、泡
盛
、ゴ
ー
ヤ
ー
チ

ャ
ン
プ
ル
ー
等
、ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、日

本
全
国
ど
こ
に
も
な
い
す
ば
ら
し
い
も
の

ば
か
り
で
す
。�

　
私
は
沖
縄
で
運
輸
・
観
光
問
題
に
た
ず

さ
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
れ
程
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
に
囲
ま
れ
た
中
で
、仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
本
当
に
幸

せ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
と
り
わ
け
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
が
、

運
輸
省
、環
境
庁
と
共
同
で
行
っ
た
沖
縄

に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
験
事
業
で
す
。�

　
こ
の
事
業
の一
環
と
し
て
実
施
し
た
、八

重
山
、や
ん
ば
る
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
、本

土
か
ら
参
加
し
た
人
た
ち
の
満
足
そ
う

な
様
子
を
ビ
デ
オ
で
見
て
、沖
縄
で
や
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
も
の
で
す
。�

　
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、

沖
縄
の
各
地
域
の
人
た
ち
が
、エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
へ
の
熱
い
思
い
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。�

　
さ
て
、沖
縄
県
は
鉄
軌
道
が
な
い
全
国

唯
一
の
県
で
あ
り
、道
路
運
送
が
極
め
て

重
要
で
す
が
、本
島
内
の
バ
ス
４
社
の
統

合
問
題
も
、関
係
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
、

明
る
い
方
向
が
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
本
年
５
月
に
開
業
し
た
新
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
、４
年
後
に
開
通
す
る
都
市
モ

ノ
レ
ー
ル
等
、他
の
輸
送
モ
ー
ド
と
、ど
う

連
携
し
て
い
く
か
が
ひ
と
つ
の
カ
ギ
と
な

る
と
思
い
ま
す
。�

　
経
営
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、こ
の
こ
と
は
沖
縄
に
限

ら
ず
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
事
業
者
は

い
ず
れ
も
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、

旅
客
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、需
要
を
喚

起
し
ょ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。�

　 

沖
縄
に
お
い
て
も
、関
係
者
の
皆
さ
ん

の一
層
の
御
奮
闘
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。�

　
沖
縄
県
は
数
多
く
の
離
島
を
有
し
て

お
り
、離
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
は
旅
客
の

み
な
ら
ず
、生
活
物
資
の
輸
送
等
の
面
で
も
、

死
活
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。�

　
私
も
沖
縄
で
初
め
て
離
島
航
路
に
携

わ
っ
て
、こ
の
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。�

　
フ
ェ
リ
ー
の
新
船
建
造
を
行
っ
た
、あ
る

離
島
の
村
長
さ
ん
が
、「
こ
れ
ま
で
は
健

康
診
断
の
た
め
お
年
寄
り
が
那
覇
に
渡
っ

て
来
て
い
た
が
、こ
れ
で
那
覇
か
ら
集
団

検
診
車
を
も
っ
て
こ
れ
る
。」と
う
れ
し

そ
う
に
語
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。�

　
多
く
の
離
島
航
路
が
、赤
字
を
か
か
え

て
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、今
後
と
も
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
沖
縄
は
、来
年
７
月
の
サ
ミ
ッ
ト
等
を

契
機
と
し
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
。�

�
    ５

年
先
の
沖
縄
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
な
ど
と
思
い
を
巡
ら
し
な
が
ら
、

な
つ
か
し
い
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
出
し
て

い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。�

寺西  達弥�
運輸省自動車交通局技術安全部管理課長�
（前沖縄総合事務局運輸部長）�

林  正俊�
大蔵省理財局国有財産特別財産室長�
（前沖縄総合事務局財務部長）�

沖
縄
在
勤
の
思
い
出�

沖
縄
在
勤
の
思
い
出�



 

福
井
前
部
長
の
転
任
に
伴
い
、平
成
十
一

年
七
月
十
三
日
付
け
で
総
務
部
長
に
笹

本
健
氏
が
就
任
し
た
。�

　
昭
和
四
十
七
年
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。

昭
和
四
十
九
年
明
治
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
修
士
課
程
終
了
。昭
和
五
十
一
年

総
理
府
入
省
、昭
和
五
十
六
年
沖
縄
総

合
事
務
局
総
務
部
調
査
企
画
課
課
長
補
佐
、

平
成
元
年
内
閣
官
房
内
閣
外
政
審
議
室

参
事
官
補
、平
成
二
年
沖
縄
開
発
庁
総

務
局
企
画
課
調
査
官
、平
成
六
年
総
務

庁
統
計
局
統
計
情
報
課
長
、平
成
七
年

厚
生
省
保
健
医
療
局
健
康
増
進
栄
養
課
長
、

平
成
九
年
総
理
府
国
際
平
和
協
力
本
部

事
務
局
参
事
官
、平
成
十
年
公
害
等
調

整
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
を
歴
任
後

現
在
に
至
る
。�

　
山
梨
県
出
身
、五
十
歳                           �

�
�（

ひ
と
こ
と
）                                    �

十
七
年
前
に
勤
務
し
て
い
た
時
、壺
屋
通

り
を
通
っ
て
通
勤
し
て
た
の
で
、壺
屋
に

は
町
並
み
全
体
に
愛
着
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。壺
屋
の
中
心
に
は
立
派
な
博
物
館

が
出
来
、「
や
ち
む
ん
通
り
」に
様
変
わ

り
し
て
昔
あ
っ
た
水
路
も
暗
渠
に
な
り
ま

し
た
。感
激
し
て
い
ま
す
。�

�

笹本  健�
総務部長�

（前公害等調整委員会事務局総務課長）�

�

総
務
部
長
に�

　
　
　
　
笹
本  

健
氏
が
就
任�

さ
さ
も
と�

た
け
し�

ザ・ブセナテラスビーチリゾート�



名護魚市場に水揚げされた�
アサヒガニ�

ニシキエビとセミエビ（赤茶色の2匹）�

ヒレジャコガイ、外套膜の色彩は美しく、�
様々な変異がある�

猛毒のハブクラゲ、過去66年間でこのク�
ラゲによる被害例が最も多い、全体の28％�

深海の巨大イカ、ダイオウイカ、外套長1.3ｍ、�
全長6.9ｍの日本最大標本�

サンゴの天敵、オニヒトデ�

�

�
かりゆしの海～無脊椎動物�

シリーズ�

国営沖縄記念公園水族館長　内田詮三�

　「専攻：骨のない動物、シャコ、生態学」これは水産大学校のＨ博

士の名刺に記されている面白い自己紹介である。「無脊椎動物」と

書くと、馴染み薄く、物物しいと感じるかも知れぬが、要するに背骨

のない動物のことである。即ち、海にいる仲間としてはイカ、タコ、貝、

ウニ、エビ、カニ、ヒトデ、クラゲ、サンゴなどであって、食品として、海

の危険動物として先刻御承知の面々である。　�

　今回は沖縄の海に住む、この無脊椎動物達を御紹介しよう。尚、

サンゴ類については本シリーズ、`９８年３月号に掲載されているので、

ここでは省いてある。�

　先ずはオニヒトデ、サンゴを食い荒らす、観光沖縄の大敵、いかに

も毒々しく、サンゴを食害するだ

けでなく、鋭い棘には毒があり人

にとっての危険動物でもある。ヒ

トデ類はウニ類やナマコ類と共

に棘皮動物に属している。�

　沖縄では寿司種として美味な

シラヒゲウニ、棘が危険なガンガ

ゼ、ナマコ類では数少ない食用種ハネジナマコなどが知られている

仲間だ。軟体動物ではイカ類、タコ類、貝類が身近かなグループで

ある。�

　日本人は世界に冠たるイカ食い人種であって、世界中の食用イカ

が日本に集ってくる。コブシメはコウイカ類の最大種で外套長（胴の

長さ）５０㎝にもなり奄美大島以南に分布する。沖縄ではアオリイカ（シ

ルイチャ－）と共に昔から大変馴染深い海の恵みであった。最近で

は深い所に生息するソデイカ（セイイカ）の漁法が沖縄で開発され、

重要な水産物となってきた。このイカは県水産試験場の調べでは外

套長９０㎝、体重２０㎏以上にもなる大型のイカである。�

�　イカ喰いのコビレゴンドウ（ヒート）やマッコウクシラ゙の大好物の

餌動物だ。セイイカ漁の水深は約５００ｍの深海なので、副産物として、

目的種以外に世界最大のイカ、ダイオウイカやら、日本初記録のシ

チクイカなど珍しいイカ類が釣れる。いずれも食用にはならぬが標

本として重要である。石川沖でとれた、全長６．９ｍ、体重６３㎏のダイ

オウイカは日本にある

標本としては最大個体

である。全長２０ｍ位に

なると云われているが、

正確な最大サイズは不

明、分類的にも未確定

な謎の巨大イカで、大

マッコウとの深海での

死闘が興味をそそる。タコ類ではシマダコやワモンダコが沖縄で食

用となっている大型種だ。小さなヒョウモンダコは派手な体色で、噛

まれると致死的な猛毒種である。食用の貝で、沖縄風寿司種のチャ

ンピオンはシャコガイ類で、なかでもヒレジャコガイが大型で、美しい

外套膜の色彩でも名高い。�

　エビ類、カニ類は節足動物の中のグループの一つである甲殻類

に属している。　�

　節足動物には膨大な種

数を擁する昆虫類も含ま

れる。最も沖縄らしいエビ

類は大型で色彩豊か、高

級食用種であるニシキエビ

やゴシキエビであろうか。

その他の食用種としてシマ

イセエビ、セミエビなども沖縄魚市場の特徴種として登場するエビ

類である。�

　カニ類は沖縄周辺に３００種位生息しているといわれている。�

　サンゴ類と共生している甲巾３㎜にも満たぬサンゴヤドリガニの

仲間から甲巾２０㎝にもなる危険なハサミ脚をもつノコギリガサミ迄、

大きさも、体色も様々である。�

　ノコギリガサミはガサミ類の最大種であり、魚市場に水揚げされる

時には既にハサミ脚をしっかり縛られ、身動きできぬようにしてある。

　アサヒガニは美しいオレンジ色の体色で甲長の方が甲巾より長い

縦長の形をしたカニで大変美味である。奄美以南に多い。�

�　このように、かりゆしの海は「骨のない動物」の数々を、その恵み

として人間にも与えてくれているが、何事も恵みだけというわけには

参らぬ。「骨なし」の危険動物も多々存在しているわけで、過去６６

年間に県内で発生した海の危険動物によってヒトが受けた被害の６３％

は無脊髄動物、中でもハブクラゲを始めとするクラゲ類は最も多く、

全体の４６％を占める（新城他、１９９６）。この他猛毒のアンボイナガイ、

タガヤサンミナシガイなど死亡例もあるイモガイ類、ウンバチイソギ

ンチャクも沖縄の海の住人である、御用心の程を�

�

！ 

�



Diary �
平成11年7月1日～8月31日�

Plan�
平成11年9月1日～10月31日�

● 表紙解説�

ナンバンサイカチ（ゴールデンシャワー）と�
テリハイカダカズラ（ブ－ゲンビレア）�
・ナンバンサイカチ（ゴールデンシャワー）�
大木となり黄金色の花が房状に垂れ下
がる様は壮観です。�
耐風性に弱く、植栽場所が限定される。葉、
樹皮、果肉に薬効成分を含む。�
開花期は、４月～９月です。�
・テリハイカダカズラ（ブ－ゲンビレア）�
熱帯を代表する花木の一つである。花と
思われている赤色の花弁状の部分は、
苞と呼ばれる葉の一部である。苞の中
心部に筒状の花がある。�
多くの変種、品種が導入されている。�
見所：半つる性で枝の先端に群って咲く花。�

群　星（むりぶし）�
群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昂」
のことである。また、「ぶりぶし」、「むる
ぶし」とも呼ばれている。それは、あたか
も広大な海域に点在する数多くの島々
から成る沖縄を象徴している。�
「むりぶし（昂星）」は、「にーぬふぁーぶ
し（北極星）」をほぼ中心として、沖縄の
真上で同心円の軌道を描くため、昔から
農事等の暦の目安としての役割を果た
してきた。なお、「ふし」とは、沖縄の方
言で星の総称を意味する。�

◆7月1日�
　・佐敷町津波古地区の国有地集団売払契約
　（於：沖縄総合事務局）�
◆7月2日　�
　・第ニ種技能試験実施推進会議（於：那覇市）
◆7月13日�
　・沖縄振興コース開講式（於：那覇市）�
◆7月15日�
　・平成11年度沖縄鉱山保安大会�
　（於：那覇市）�
◆7月16日�
　・下地沖縄開発政務次官来沖�
　（与那国空港供用開始式出席）�
◆7月20～7月31日�
　・海の旬間（於：沖縄総合事務局）�
◆7月21日�
　・第55回産業懇談会（施：沖縄総合事務局）
　 ・「河川・海岸愛護月間」「道路をまもる月間」�
　　「水の週間」第１３回図画・作文コンクール�
　　表彰式（於：那覇市）�
◆7月22日�
　・電気自慢市出店説明会（於：那覇市）�
　・「海の日」海事関係功労者表彰式（於：那覇市）�
◆7月23日�
　・一日船長任命式（於：那覇市）�
◆7月25日�
　・トラックドライバーコンテスト表彰式（於：那覇市）�
◆7月27日�
　・平成11年度農地流動化推進大会（於：那覇市）�

◆8月3日�
　・九州地域フロン回収・処理推進連絡会議
　（於：熊本県）�
◆8月4日～8月5日�
　・九州・沖縄地区火薬類及び高圧ガス
　保安担当官会議（於：長崎県）�
◆8月5日～8月6日�
　・平成11年度一般ガス保安担当官会議�
　（於：北海道）�
◆8月5日�
　・沖縄地方交通審議会（於：沖縄総合事務局）
◆8月7～8月8日�
　・みなとフェスタ’99（於：那覇市）�
◆8月8日�
　・那覇港施設めぐり（於：那覇市）�
◆8月10日�
　・道路愛護功労者表彰式（於：沖縄総合事務局）�
　・平成11年度「道の日」街頭パレード（於：那覇市）
◆8月16日�
　・下地沖縄開発政務次官来沖�
　（国立療養所沖縄愛楽園・漢那ダム・�
　企業局との会議）�
◆8月19日�
　・財政金融講演会（於：メルパルク沖縄）
◆8月20日�
　・安全衛生設備リース事業合同会議　
　（於：沖縄総合事務局）�
◆8月22日�
　・福地ダム夏休み自然体験会（於：東村）
◆8月24日�
　・沖縄船員地方労働委員会委員及び
　最低賃金部会委員辞令交付（於：那覇市）
◆8月25日～26日�
　・農業改良普及専門技術員試験�
　 （於：沖縄総合事務局）�
◆8月26日�
　・九州・沖縄地方工業技術連絡会議�
　（於：那覇市）�
◆8月27日�
　・容器包装リサイクル法説明会�
　（於：沖縄総合事務局）　　　　　　�
◆8月25日～３１日�
　・「道路防災週間」パネル展示�

◆9月1日～3日�
　・（衆）沖縄及び北方問題に関する特別�
　委員会来沖�
◆9月1日�
　・安心ガスライフ21運動（於：沖縄総合事務局）�
　・中小企業経営革新支援法説明会（於：那覇市）�
　・船舶技術者講習会（於：那覇市）�
　・船員災害防止大会（於：那覇市）�
◆9月1日～9月30日　�
　・船員労働安全衛生月間（於：沖縄総合事務局）�
◆9月2日�
　・JAS法改正説明会（於：那覇市）�
◆9月3日�
　・家電リサイクル法説明会（於：那覇市）
◆9月7日�
　・さとうきび側枝苗増殖技術等推進協議会
　（於：沖縄総合事務局）�
◆9月9日�
　・省エネルギー講習会（於：那覇市）�
　・九州・沖縄ブロック経営技術支援研究会
　（於：那覇市）�
　・道の駅「おおぎみ」「ゆいゆい国頭」登録証�
　交付式（於：沖縄総合事務局）�
◆9月13日�
　・第21回国有財産沖縄地方審議会及び
　現地視察（於：那覇市、伊江村）�
　・平成11年度オゾン保護対策講習会（於：浦添市）�
　・下地沖縄開発政務次官来沖（石垣港�
　フェリーふ頭（水深－９Ｍ耐震強化岸壁）�
　起工式出席�
◆9月14日�
　・地方農政局長等会議（於：東京都）　
◆9月16日�
　・沖縄本島における共同輸送推進委員会
　（於：那覇市）�
◆9月17日�
　・物流講演会（於：那覇市）�
◆9月1８日～9月１９日�
　・とまりんベイサイドフェスティバル’99（於：那覇市）�
◆9月22日�
　・ローカルエネルギー地域シンポジウム（於：滋賀県）
◆9月24日�
　・第14回総合エネルギー広報担当官会議
　（於：東京都）�
◆9月24～25日�
　・第6回「琉球王朝中秋の宴」�
　（於：国営沖縄記念公園首里城地区）�
◆10月5日�
　・沖縄県地域交通計画策定調査委員会
　（於：沖縄総合事務局）�
　・貿易貢献者局長表彰式（於：沖縄総合事務局）
◆10月14日�
　・第51回中小企業団体全国大会（於：宜野湾市）�
◆10月１８日�
　・アジアにおける国土開発と土木技術に関する
　 国際シンポジウム（於：那覇市  アジア地域土木
　  研究所長等会議１８～２１日において）�
◆10月20日�
　・第56回産業懇談会（於：沖縄総合事務局）
　　　　　　　　　　　　　　　　　

すばる�

すばる�



 

2
6
6

道路の状況・交通量・旅行速度を調査します。�
全国各地の調査ポイントで自動車を道路�

　脇に止めていただき、目的地などを聞き取り方式で調査します。�
無作為に選んだ自動車の所有�

　者に、自動車の使い方等についてアンケート方式で調査します。�
�

　　　　※道路交通センサスとは・・・1928年開始。建設省が5年ごとに行なっている全国道路・街路交通情勢調査です。  �

�

http://www.ogb.go.jp


